
青森で
働くことの良さを
伝えたいわ

データから考える
県内就職高校生の
県内就職

高校卒業後に県内就職する高校生の割合は、
実は青森県が全国で最下位。

東北各県と比べても低いこの数値、どのような課題があるのか、
いろいろな意見を聞いてみました。

※出典：いずれの数値も2019.3月卒／
　文部科学省「学校基本調査」より

※出典：企画調整課
「平成30年高校生の就職に関する意識調査」より

子どもたちの未来のこと、一緒に考えてみませんか！

保護者・教師向けの
県内企業説明会を開催

　保護者や教師は生徒の身近なアドバイザー。

そこで、昨年度、保護者や教師が対象の県内企

業説明会を県内３ヵ所で開催しました。 

　当日は就職先選びのポイントを学ぶショートセ

ミナーや、県内企業が１分間で自社の魅力を伝え

るプレゼンテーションなどを実施。参加者からは

「子どもと一緒に県内就職を考えてみたい」といった前向きな意見が寄せられました。 

子どもとしっかり話し合いを！

青森県高等学校PTA連合会 進路対策委員会　古舘 至 前委員長

　県内就職は、確かに就職の選択肢や企業の情報が少ないというデメリット

がありますが、通勤時間や物価の安さ、地元の安心感などの大きなメリットも

あります。これからは、バイターン（有給職業体験）で企業のリアルな雰囲気を

把握する機会や、地元企業を積極的に応援し、日頃から子どもたちに企業の

情報を見せて届ける工夫が必要と考えます。

また、進路決定の際に意識しているのは、子どもには親の考えを

押し付けずにアドバイスするということ。何度も話し合いはしますが、

最後は子ども自身で具体的に決められるよう見守っています。

問い合わせ先／労政・能力開発課 ☎017-734-9398

詳しくは 検索シューカツアオモリ

問い合わせ先／労政・能力開発課 ☎017-734-9398 詳しくは県庁HP 検索保護者・教師のための企業説明会

問い合わせ先／企画調整課
☎017-734-9128

特集に関する問い合わせ先／企画調整課 ☎017-734-9128

高校生の就職先

子どもの就職先に対する保護者の希望

保護者も『県内就職』希望

51.0%
保護者は『県内外どちらでもよい』 

67.3%

保護者の意見

ダウンロードは
こちらから

こんな取り組み
やっています！

Check!

県内就職に関する情報収集は
「シューカツアオモリ」で！

　県公式の就活アプリ「シューカツアオモリ」で

は、地元企業の情報や先輩社員からのメッセー

ジのほか、県や市町村等が主催する就活イベン

トなどをお知らせしています。 

　ダウンロードは無料で、個人情報の登録は不

要！県内就職の際に役立つ情報が満載ですの

でぜひご利用ください。 

今こそ地元企業の魅力発信が大切

青森公共職業安定所 学卒部門　前田 洋輝さん

こんな取り組み
やっています！

Check!

県内就職を支援する
就職支援員を高校に配置

　例年、県内就職の希望者数に対し、実際

に県内就職している高校生は10%程度少

ないという現状があります。このようなギャッ

プを解消し、県内就職を希望する高校生の

進路志望が確実に達成できるよう、今年度

から県内9つの高校に「就職支援員」を配置

し、県内求人の新規開拓や生徒一人ひとり

との進路相談に取り組んでいます。

多彩な選択肢と積極的な企業見学を

青森商業高校 進路指導部　谷村 学先生

　本校の県内就職者は7割程度。生活費や通勤時間、何より住み慣れた生

活環境を考慮して県内就職をする生徒は多いですね。

　生徒本人はどうしても賃金や先輩からの話などを重視する傾向にあるの

で、しっかりと家庭でも話し合い、納得の上で進路決定することが大切です。

　進路指導においては多彩な企業の情報を見せて選択肢を与える

ことや、長く勤められるかを真剣に考えさせ、応募前に積極的に

企業見学をさせることが必要と考えます。

問い合わせ先／学校教育課
☎017-734-9883
詳しくは県庁HP 検索就職支援員

こんな取り組み
やっています！

Check!

交流会・見学会で
地元就職の魅力を直接ＰＲ

　地元企業や地元就職の魅力を高校生

に知ってもらうため、さまざまな高校で企

業の採用担当者等との交流会や企業見

学会などを実施しています。 

　交流会では、各企業の若手社員やベ

テラン社員が商品や模型などの実物を

見せながら、業務内容や仕事のやりが

い、地元の暮らしの魅力などについて熱

く語っています。

働きがいのある企業は地元にもある！

株式会社西田組　西田 文仁社長

　高校生の県内就職率が低いということで、貴重な人材が県外に流出して

いることがとても残念です。土木建築業界では企業の規模を問わず、働き手

不足が深刻化していますので、この状況を改善する必要があります。

　また、今後の会社の発展のためにも女性活躍やワークライフバランスの推

進は欠かせません。県内にも働きがい・将来性のある会社があるという

ことをしっかりと伝えたいですね。今や、“どこに住むか”は問題で

はない時代です。一度きりの人生を地元青森で、大切な人と

一緒に過ごせることはかけがえのない喜びだと思います。

　令和2年3月卒のデータで比較すると、「専門・技術・管理の職業」および「事

務の職業」は、生徒の希望数に対し求人は少ない傾向。実際に多い求人は

｢サービス業｣、｢生産工程・労務｣等です。ミスマッチは早期離職の原因にもな

りますので、生徒や保護者がSNSなどで県内就職の情報を知る機会を作ること

が重要と考えます。

　新型コロナウイルス感染症の影響が出ているところですが、就職を希

望する生徒の目はこれまで以上に地元企業に向いていますので、企

業の皆さまには、可能な限り早期の求人提出をしていただくととも

に、企業の魅力を積極的に発信いただくようお願いしたいです。

こんな取り組み
やっています！

Check!

県内就職
してほしい

県内が

いいな！

どちらでも
任せるよ

就職活動をサポート
します！

ものづくり企業・PRイベント

県外に

しようか
な～

地元で就職して

活躍してくれたら
、

親としても嬉しい！

全国では
8割以上が地元に
就職しているのか！

ハローワーク担当者の
意見

地元経営者の意見

先生の意見

子どもが『県内就職』希望 子どもが『県外就職』希望

で ということ特集
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